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要  旨 

トリウムの同位体 229Th は原子核としては特異に低い 8 eV 程度の励起準位（アイ

ソマー準位）を持ち、レーザー光で励起可能な唯一の原子核として注目を集めている。

原子核は外場の影響を受けにくく、極めて安定な量子状態が実現できる。レーザーに

よる原子核操作が可能になれば、従来の原子時計を陵駕する精度をもつ「原子核時計」

の実現につながり、その基礎物理への応用や実用面での波及効果が期待されている。 
229Th の特異な性質は 1970 年代から注目され研究が行われてきたが、その詳細は

長い間謎に包まれていた。しかし、2016 年にドイツの研究グループがアイソマーか

らの電子放出遷移を初めて観測したことを皮切りに研究は急速に進展し、2024 年には

大きなマイルストーンであるレーザー励起が達成された。今後、世界中で原子核時計

の開発競争が本格化すると予測される。 

本講演では、最近の原子核時計研究の進展について紹介し、将来の基礎物理への応

用について展望する。 
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